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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期 第１四半期連結

累計期間
第73期 第１四半期連結

累計期間
第72期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 2,600,505 2,542,180 10,510,518

経常利益 （千円） 12,492 16,535 142,129

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 7,085 14,791 138,212

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 8,884 12,766 137,038

純資産額 （千円） 1,670,977 1,796,323 1,799,196

総資産額 （千円） 5,763,540 5,665,148 5,418,891

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 11.33 23.64 220.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 28.99 31.71 33.20

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は、ありません。

 

EDINET提出書類

株式会社タカチホ(E02787)

四半期報告書

 2/16



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策等の効果もあり、企業収益や雇用情勢

が改善するなど、緩やかな回復基調が続いておりますが、海外では米国政権の保護主義的政策が一段と強硬にな

り、貿易摩擦の激化が予想され、未だに先行き不透明感が強まっております。また、個人消費の拡大に対する期

待感はあるものの、実質所得の伸び悩みと節約志向の継続から個人消費に力強さを欠き、本格的な安定成長を実

感するまでには至っておらず、当社グループを取り巻く環境は依然として厳しい状況で推移しております。

　このような状況の下、当社グループでは「スピード化と実行力の向上」を年度スローガンとし、みやげ事業を

中心に販路拡大策の実施や社内業務の改善に取り組んでまいりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,542百万円（前年同四半期比2.2％減）、営業利益は17百万

円（前年同四半期比10.7％減）、経常利益は16百万円（前年同四半期比32.4％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は14百万円（前年同四半期比108.8％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①みやげ卸売事業

　みやげ卸売事業は、当社及び当社子会社により地域の特色を生かした商品開発と当社開発のオリジナル商品群

の提案による販路拡大を進めてまいりました。この結果、売上高は1,546百万円（前年同四半期比0.2％増）とな

り、営業利益は91百万円（前年同四半期比2.1％増）となりました。

②みやげ小売事業

　みやげ小売事業は、昨年９月中旬にイオンモール松本内に出店した「ハートメモリー信州」の売上が寄与しま

したが、本年２月をもって閉鎖した「八ヶ岳旬粋店」の影響と、一部店舗において入込客の減少が見られ、売上

高は291百万円（前年同四半期比3.4％減）となり、営業損失は13百万円（前年同四半期は２百万円の営業損失）

となりました。

③みやげ製造事業

　みやげ製造事業は、当社や各地の当社子会社及び各観光地の取引先の地域性を活かしたオリジナル商品の開発

と提案による積極的な生産活動に努めてまいりましたが受注が伸びず、売上高は45百万円（前年同四半期比

7.8％減）となりましたが、営業利益は製造原価の減少により６百万円（前年同四半期は１百万円の営業損失）

となりました。

④温浴施設事業

　温浴施設事業は、各種イベントを積極的に企画・情報発信・実施すると同時に、接客・サービスのレベルアッ

プ及び各施設においてリピーターの増加に努めてまいりましたが、来場者数及び客単価の減少により、売上高は

370百万円（前年同四半期比2.8％減）となりました。営業損失は一部原価の価格上昇がありましたが、減価償却

費の減少により11百万円（前年同四半期は16百万円の営業損失）となりました。

⑤不動産賃貸事業

　不動産賃貸事業は、長野市内の「ショッピングタウンあおぞら」のテナント管理を中心に営んでおります。こ

れらの賃料収入は26百万円（前年同四半期比0.9％減）となりましたが、営業利益は一般管理費の減少により10

百万円（前年同四半期比10.7％増）となりました。

⑥アウトドア用品事業

　アウトドア用品事業は、ライトアウトドア分野の充実を図り、女性客・ビギナーキャンパーの新規取り込みに

努め購買意欲を喚起してまいりました。またユーザーに合わせた各種情報の収集とSNS等による情報発信を積極

的に行ってまいりましたが、天候不順による客数、販売数の減少により売上高は158百万円（前年同四半期比

3.4％減）となり、営業利益は13百万円（前年同四半期比21.5％減）となりました。

⑦その他事業

　その他事業は、長野県内におけるギフト店、飲食店、和洋菓子直売店等の運営が含まれ、催事・イベント等販

売活動を積極的に推進してまいりました。売上高は本年３月下旬に長野市の善光寺仲見世通りに開店した「門前

そばももとせ」の売上が寄与しましたが、本年２月末をもって営業譲渡をしたシャトレーゼ稲里店の影響があり

103百万円（前年同四半期比22.5％減）となり、営業利益は０百万円（前年同四半期比95.3％減）となりまし

た。
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（２）財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,983百万円となり、前連結会計年度末に比べ192百万円

（10.7％）増加いたしました。これは主に受取手形及び売掛金が128百万円、商品及び製品が98百万円それぞれ

増加した反面、流動資産その他が39百万円減少したことによるものであります。固定資産は3,681百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ54百万円（1.5％）増加いたしました。これは主に有形固定資産が42百万円増加し

たことによるものであります。

　この結果、総資産は、5,665百万円となり、前連結会計年度末に比べ246百万円（4.5％）増加いたしました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は2,070百万円となり、前連結会計年度末に比べ148百万円

（7.7％）増加いたしました。これは主に短期借入金が182百万円増加したことによるものであります。固定負債

は1,798百万円となり、前連結会計年度末に比べ100百万円（5.9％）増加いたしました。これは主に長期借入金

が193百万円増加したことによるものであります。

　この結果、負債合計は、3,868百万円となり、前連結会計年度末に比べ249百万円（6.9％）増加いたしまし

た。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は1,796百万円となり、前連結会計年度末に比べ２百万円

（0.2％）減少いたしました。これは主に、その他有価証券評価差額金が２百万円減少したことによるものであ

ります。

　この結果、自己資本比率は31.7％（前連結会計年度末は33.2％）となりました。

 

（３）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

（５）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

EDINET提出書類

株式会社タカチホ(E02787)

四半期報告書

 4/16



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,600,000

計 1,600,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 727,500 727,500

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 727,500 727,500 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日

～

平成30年６月30日

－ 727,500 － 1,000,000 － 1,251

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をし

ております。

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　101,900 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　　623,000 6,230 －

単元未満株式 　普通株式　　　2,600 － －

発行済株式総数 727,500 － －

総株主の議決権 － 6,230 －

　（注）「完全議決株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式500株が含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社タカチホ
　長野県長野市大豆島

　5888番地
101,900 － 101,900 14.01

計 － 101,900 － 101,900 14.01

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 417,294 416,548

受取手形及び売掛金 ※２ 758,667 ※２ 886,900

商品及び製品 461,545 560,275

原材料及び貯蔵品 66,489 72,283

その他 88,184 48,213

貸倒引当金 △894 △809

流動資産合計 1,791,286 1,983,411

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 890,342 913,508

土地 1,123,798 1,123,798

その他（純額） 170,603 189,983

有形固定資産合計 2,184,744 2,227,290

無形固定資産 180,428 204,240

投資その他の資産   

敷金及び保証金 728,629 710,897

その他 547,253 552,668

貸倒引当金 △13,451 △13,361

投資その他の資産合計 1,262,431 1,250,204

固定資産合計 3,627,604 3,681,736

資産合計 5,418,891 5,665,148

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 409,412 496,733

短期借入金 913,359 1,096,004

未払法人税等 41,825 15,711

賞与引当金 52,527 95,950

返品調整引当金 2,590 3,123

ポイント引当金 12,782 12,933

その他 489,252 349,885

流動負債合計 1,921,749 2,070,341

固定負債   

長期借入金 1,192,246 1,385,656

役員退職慰労引当金 96,697 13,000

資産除去債務 355,388 346,602

その他 53,612 53,224

固定負債合計 1,697,945 1,798,483

負債合計 3,619,694 3,868,824
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 708,318 708,318

利益剰余金 297,658 296,810

自己株式 △200,363 △200,363

株主資本合計 1,805,614 1,804,765

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △6,417 △8,441

その他の包括利益累計額合計 △6,417 △8,441

純資産合計 1,799,196 1,796,323

負債純資産合計 5,418,891 5,665,148
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 2,600,505 2,542,180

売上原価 1,965,153 1,914,841

売上総利益 635,352 627,339

販売費及び一般管理費 615,833 609,909

営業利益 19,519 17,429

営業外収益   

受取利息 1,501 1,238

受取配当金 375 328

受取事務手数料 525 483

その他 1,414 1,679

営業外収益合計 3,816 3,728

営業外費用   

支払利息 7,558 4,242

借入金繰上返済精算金 3,067 －

その他 217 380

営業外費用合計 10,843 4,623

経常利益 12,492 16,535

特別利益   

固定資産売却益 58 175

資産除去債務戻入益 － 6,736

特別利益合計 58 6,911

税金等調整前四半期純利益 12,550 23,446

法人税、住民税及び事業税 16,207 12,871

法人税等調整額 △10,741 △4,216

法人税等合計 5,465 8,655

四半期純利益 7,085 14,791

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,085 14,791
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 7,085 14,791

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,799 △2,024

その他の包括利益合計 1,799 △2,024

四半期包括利益 8,884 12,766

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 8,884 12,766

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計上の見積りの変更）

　当社は、宮城県富谷市の土地について、温浴施設事業の用に供する目的で、平成15年４月に期間を20年とする

事業用定期借地権設定契約を締結し、建物等については耐用年数を借地契約期間として減価償却を行っておりま

したが、平成30年６月に事業用定期借地権設定合意書を締結し、契約期限を当初の平成35年３月から平成45年３

月に変更いたしました。

　この結果、耐用年数を変更後の借地契約期間に見直し、将来にわたり変更しております。

　また、事業用定期借地権設定契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去債務についても、支払発生

までの見込み期間を延長しており、この変更により資産除去債務残高を10,190千円減額しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は1,591千円、税金等

調整前四半期純利益は7,996千円、それぞれ増加しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　三菱ＵＦＪリース株式会社を被保証者として、平成33年12月末までの事業用土地の賃借人としての賃料(現

行月額1,942千円)の支払等一切の債務について、当該土地の賃貸人に対して連帯保証を行っております。

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。
  

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

受取手形 4,782千円 3,497千円
 
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 57,872千円 38,021千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 12,512 2  平成29年３月31日  平成29年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 15,639 25  平成30年３月31日  平成30年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円）

 報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

 
みやげ

卸売事業

みやげ

小売事

業

みやげ

製造事

業

温浴施

設

事業

不動産

賃貸事業

アウトドア

用品事業
計

売上高            

外部顧客への

売上高
1,543,252 302,109 49,553 381,445 26,625 163,536 2,466,523 133,981 2,600,505 － 2,600,505

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

41,593 － 75,284 － 6,000 － 122,877 97,050 219,927 △219,927 －

計 1,584,846 302,109 124,837 381,445 32,625 163,536 2,589,401 231,031 2,820,433 △219,927 2,600,505

セグメント

利益又は

損失(△)

89,811 △2,170 △1,748△16,135 9,918 16,663 96,338 9,998 106,337 △86,818 19,519

　(注)１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ギフト事業等を含んで

おります。

　　　２　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等の全

社費用であります。

　　　３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円）

 報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

 
みやげ

卸売事業

みやげ

小売事

業

みやげ

製造事

業

温浴施

設

事業

不動産

賃貸事業

アウトドア

用品事業
計

売上高            

外部顧客への

売上高
1,546,032 291,688 45,674 370,627 26,373 158,006 2,438,403 103,777 2,542,180 － 2,542,180

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

38,840 － 82,653 － 6,000 － 127,494 98,671 226,166 △226,166 －

計 1,584,872 291,688 128,328 370,627 32,373 158,006 2,565,897 202,448 2,768,346 △226,166 2,542,180

セグメント

利益又は

損失(△)

91,731△13,278 6,959△11,430 10,983 13,076 98,041 469 98,511 △81,081 17,429

　(注)１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ギフト事業等を含んで

おります。

　　　２　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等の全

社費用であります。

　　　３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益 11円33銭 23円64銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 7,085 14,791

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
7,085 14,791

普通株式の期中平均株式数（千株） 625 625

（注）１．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月10日

株式会社タカチホ

取締役会　御中

 

清陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

公認会計士 大河原恵史　印

 

 
指定社員
業務執行社員

公認会計士 松渕敏朗　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカチ

ホの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカチホ及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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